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室町時代の禅僧､悟溪
ご け い

宗頓
そうとん

の出生地で寛永七(1630)年に建立さ 

れた｢悟溪宗頓和尚生誕地｣と刻まれた石塔が残っている｡ 

悟溪は若くして犬山の瑞泉寺に隋侍し､雪江宗深
せっこうそうしん

(第六祖)の 

もとで印証を得たといわれる｡その後､犬山の山中に臥龍庵を構 

えて老師の補佐につとめ､さらに瑞龍寺に入寺し応仁二(1468)年 

開山に迎えられた｡三年後の文明三年には後土御門天皇から｢十 

刹｣に准ずる論旨を下賜されている｡悟溪は 56 歳で大徳寺に開堂し､その後瑞泉寺に入り､のちに余

野の徳林寺の開山に迎えられるなど､濃尾地方の教化に努めた｡明応六(1497)年には､時の天皇から

｢大興心宗禅師｣の称号を下賜された､ときに 82 歳､弟子である｢八哲｣の法嗣に恵まれ明応九年､瑞泉

寺内の済北院で静かにこの世を去ったと言われている｡世寿 85 歳であった｡※所在地は南山名の悟溪寺 

「扶桑の歴史文化を探る」 悟溪
ご け い

屋敷って何？ 

会報誌“ぷらねっとジャーナル”創刊に寄せて 

 

 皆様には、日頃から扶桑町住民活動支援センター(愛称:ぷらねっと扶桑)の運営にご理解とご協

力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 このたび、本センターの会報誌創刊号を発行させていただく運びとなりました。この会報誌に

は、センターからの情報発信のための重要なツールとして、活動団体のご紹介や行事の予定など

を住民活動に関するさまざまなニュースを掲載させていただく予定でおります。今後とも本会報

誌を末永くご愛読賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて、扶桑町住民活動支援センターは、住民活動を支援し、まちづくりのための協働拠点とし

て昨年 7 月にオープンいたしました。振り返りますれば、平成 18 年 10 月に「扶桑町住民の活

動及び協働の推進に関する条例」が施行されたことが発端となり、平成 25 年から約 2 年間にわ

たり住民有志の皆様と本格的な議論を重ねた末に行政機関のご指導を得て設立に至ったのが経

緯であります。 

 今後とも、本センターに求められている三つの機能「出会いふれあいの場」「つながりの場」

「活動サポートの場」をご提供することにより、皆様には新たな出会いと交流の拡大が実現でき

ますことをお約束申し上げます。 

 最後になりましたが、今後とも本センターの運営のご理解と更なるご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 
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交流 

27 年 7月 25 日（土) 

ふそう まちづくり協働フォーラム 

約 180 名が参加。椙山女学園大学教授 

武長脩行氏による講演と活動テーマ別の 

グループディスカッションが行われまし 

た。 

 

これまでに 

講座・研修 

27 年 12月 14 日（月） 

住民活動のための 

情報発信パワーアップ講座 

27 名が参加。講師は東大手の会代表

世話人の青木研輔氏。インターネット

ツールの説明や住民活動を広めるため

の活用法を学びました。 

紹介 

27 年 11月～28年 1月 

住民活動一日体験入門 

何かを始めてみたいと考え

る住民の方々が、興味のあ

る活動団体で一日体験をし

ました。また、参加者の約

半数が本格的に活動に加わ

りました。 

 

こんな活動をしました!! 

広報 

団体活動状況やイベントの案内

をＨＰや掲示板を通じて紹介。 

近隣市町の協働イベント案内。 

その他 

イベント開催時の

チケット取り次ぎ

代行。 

愛知県のＮＰＯ情

報の提供。 

相談 

会計、助成金、会員募集等、活動に

おけるあらゆる相談。 

活動を始めたい個人の相談。 

マッチング 

自治会、老人会等の行事へ

の団体(人材)派遣。 

こんな事もやっています!! 

住民活動コーディネーター派遣制度 

の申し込み取り次ぎ 

この制度は､住民活動を支援するため、扶桑町内

で住民活動を行っている､あるいは計画している

方(団体)からの要請に応じ､住民活動に関する知

識及び経験を有する専門家を派遣して､住民活動

に関する情報や知識の普及及び住民活動への支

援を行うものです。 

扶桑町出前講座講師派遣申込書の配布 

扶桑町では､町の職員などが､皆さんの地域や集会

などに出向き､町政の取り組みや内容などをお話

しする｢扶桑町出前講座｣を行っています。町内に

在住､在勤､在学の方ならどなたでも利用できま

す。(但し 10 人以上の団体)町内会､子ども会､老

人クラブやサークル､学校など､どんな集会でもお

伺いします。 

 

※登録順 
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平成２８年１月１５日現在 


